
弱
い
」
と
一
般
化
す
る
の
餓
り
で
あ

る
と
一
言
え
る
。

樹
木
の
中
に
は
ト
ベ
ラ
、
マ
サ
キ
、

ニ
セ
ア
カ
シ
ア
の
よ
う
に
明
ら
か
に
ク

ロ
マ
ツ
よ
り
強
い
耐
塩
性
を
示
す
も
の

が
あ
り
、
ま
た
被
災
地
で
は
ク
ロ
マ
ツ

が
枯
れ
た
よ
う
な
場
所
で
ケ
ヤ
キ
の
大

木
が
生
き
残
っ
て
い
た
よ
う
な
例
も
多

く
見
か
け
た
。
し
か
し
、
高
木
に
な
ら

な
い
ト
ベ
ラ
や
マ
サ
キ
、
強
い
潮
風
に

あ
た
る
と
高
く
育
て
な
い
ニ
セ
ア
カ
シ

ア
、
あ
る
い
は
成
林
に
時
問
が
か
か
り
、

そ
も
そ
も
海
岸
前
線
部
に
植
栽
し
て
も

育
た
な
い
ケ
ヤ
キ
で
は
海
岸
林
植
栽
に

お
け
る
ク
ロ
マ
ツ
の
代
用
に
は
な
ら
な

(
写
真
4
)
。
海
岸
林
植
栽
へ
の
適

い

,

遇
右
ι
、
■

魚
運

性
は
、
耐
塩
性
の
み
に
基
づ
い
て
論
じ

ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い

多
重
防
御
の
中
の

海
岸
林

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
海
岸
林
に

お
け
る
マ
ツ
(
特
に
ク
ロ
マ
ツ
)
の
適
性

や
津
波
耐
性
へ
の
懐
疑
的
な
見
解
は
、

震
災
後
の
断
片
的
な
惰
報
や
印
象
に
基

づ
く
誤
解
か
ら
生
じ
た
も
の
が
多
い
。

海
岸
林
植
栽
に
お
い
て
、
卓
越
し
た
性

能
と
実
績
の
あ
る
ク
ロ
マ
ツ
を
選
択
肢

か
ら
外
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
し
か
し
一
力
で
、
震
災
前
の
海

岸
マ
ツ
林
に
は
、
地
下
水
位
の
高
い
場

所
に
植
栽
し
た
こ
と
に
ょ
る
根
の
浅
さ

や
、
海
水
が
浸
入
し
た
時
に

樹
木
に
悪
影
郡
を
及
ぽ
す
排

水
の
恕
さ
な
ど
、
防
災
機
能

を
発
揮
維
持
す
る
上
で
の

致
命
的
な
問
題
点
が
あ
っ
た
。

震
災
後
の
海
樺
林
再
生
の
中

で
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
は
着

実
に
克
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
さ
ら
に
、
適
材
適

所
に
広
葉
樹
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
多
様
で
高
機
能
な
海

岸
林
へ
と
至
る
道
が
模
索
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

震
災
後
の
海
岸
林
再
生
に

調
査
結
果
の
解
析
で
は
、
将
来
的
な

広
が
り
の
ス
ビ
ー
ド
や
純
囲
な
ど
を
予

測
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
用
い
る
要
素
と
し
て
は
、
現
地
調

査
の
結
果
か
ら
経
年
の
分
布
批
(
個
体

数
)
や
分
布
地
、
邪
除
の
実
萩
、
既
存

資
料
か
ら
過
去
の
対
象
地
で
の
生
育
記

録
、
最
初
に
記
録
さ
れ
た
場
可
や
年
、

施
聽
儒
実
織
、
一
般
的
な
知
見
な
ど

か
ら
種
子
の
散
布
様
式
や
保
存
捌
問
、

小
育
型
、
紫
M
繁
殖
の
有
無
、
開
花
期

な
ど
で
あ
る
。
以
下
に
、
那
須
平
成
の

.
粉力

号

帰
化
植
物
は
、
施
設
整
備
な
ど
で
人

為
に
ょ
る
改
変
が
あ
り
裸
地
化
し
た
場

所
や
、
人
通
り
の
多
い
場
所
な
ど
で
多

く
見
ら
れ
、
一
般
的
に
は
改
変
や
人
通

り
が
多
い
ほ
ど
種
類
数
、
個
体
数
分

布
範
囲
な
ど
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
問
{
疋
ル
ー
ト

を
設
定
し
、
春
夏
秋
の
三
回
税
度
、

齢

お
い
て
対
津
波
性
能
が
注
目
さ
れ
る
の

は
致
し
方
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

ど
の
よ
う
な
海
岸
林
が
作
り
出
さ
れ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
完
全
な
津
波
へ
の

バ
リ
ア
と
な
る
こ
と
は
な
い
佃
々
の

防
御
策
を
過
信
し
な
い
こ
と
、
多
重
防

御
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
今
回
の
津

波
被
害
が
与
え
た
最
大
の
教
訓
で
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
海
岸
林
に
つ
い
て
は

本
来
の
機
能
で
あ
る
防
風
・
防
砂
を
ま

ず
は
重
視
し
、
防
潮
効
果
は
あ
く
ま
で

多
重
防
御
の
一
環
に
位
橿
付
け
ら
れ
る

べ
き
と
肝
に
銘
じ
た
い
。

被
災
後
の
待
っ
た
な
し
の
状
況
か
ら
、

復
興
小
業
で
は
ス
ピ
ー
ド
感
が
求
め
ら

れ
、
海
岸
林
再
生
に
つ
い
て
も
早
期
復

旧
に
向
け
た
大
規
模
で
斉
一
的
な
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
根
の
浅
い

マ
ツ
林
へ
の
反
省
か
ら
、
外
部
か
ら
運
び

込
ん
だ
士
砂
で
か
さ
上
げ
し
た
地
盤
の

上
に
植
栽
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

つ
て
い
る
0
 
こ
の
よ
、
?
に
し
て
行
わ
れ
て

い
る
海
岸
林
植
栽
に
対
し
、
従
来
の
海

浜
環
境
や
生
態
系
の
保
全
、
復
旧
を
損

な
、
つ
も
の
で
あ
る
と
す
る
指
摘
が
投
げ

か
け
ら
れ
て
い
る
。
両
立
の
難
し
い
問

題
で
あ
る
が
な
ん
と
か
妥
協
点
を
見
定

め
、
震
災
前
よ
り
高
機
能
で
、
か
つ
日

本
の
肖
妖
覗
冶
け
込
む
海
岸
林
が
再
生

さ
れ
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

、

、

、
.

」

"
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技
徒

帰
化
植
物
に
ょ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

解
析
技
術
と
対
策
へ
の
応
用
に
つ
い
て

1
那
須
平
成
の
森
に
お
け
る
公
園
利
用
に
ょ
る

自
然
環
境
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
と
対
竿

.

那
須
平
成
の
森
は
、
「
そ
の
豊
か
な

冑
然
を
維
持
し
つ
つ
、
国
民
が
自
然
に

直
接
ふ
れ
あ
え
る
場
と
し
て
活
用
し
て

は
ど
う
か
」
、
と
の
天
皇
陛
下
の
お
考

え
を
受
け
て
、
平
成
二
0
年
三
月
、
天

皇
陛
下
御
在
位
二
0
年
と
い
う
節
目
の

機
会
に
、
那
須
御
用
邸
用
地
の

部

(
約
五
六
o
m
)
が
宮
内
庁
か
ら
環
境

猫
へ
移
管
さ
れ
、
平
成
二
三
年
五
月
、

「
那
須
平
成
の
森
」
と
し
て
供
用
が
開

始
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
那
須
平
成

の
森
で
は
、
先
に
示
し
た
陛
下
の
お
考

え
と
と
も
に
生
物
の
多
様
性
や
自
然
と

人
闇
の
共
生
の
あ
り
方
が
学
べ
る
場
と

し
て
、
持
続
的
な
利
用
が
で
き
る
形
で

の
運
営
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
そ

の
実
現
に
は
、
施
設
整
備
や
利
用
等
に

株
式
会
社
愛
植
物
設
計
事
務
所
代
表
取
締
役
趙
賢
一

中
村
克
典
●
な
か
む
ら
か
つ
の
り

独
立
行
政
紘
人
森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所

生
物
被
害
研
究
グ
ル
ー
プ
長
。
一
九
九
二
年

広
品
火
学
火
学
院
博
士
課
担
後
期
中
退
。
・
一
"

年
よ
η
森
林
総
合
研
究
所
九
州
支
所
(
熊

本
)
、
二
0
0
五
年
よ
り
東
北
支
所
(
盛
岡
)

に
て
勤
佐
。
研
究
歴
を
と
お
し
、

し
て
マ
ツ
材
線
虫
病
(
松
く
い
虫
被
当
に

関
わ
る
生
物
の
生
態
と
防
除
に
側
す
る
研
究

に
従
班
。
東
日
本
大
震
災
以
降
は
海
岸
マ
ツ

躰
津
波
被
出
に
関
す
る
研
究
活
動
に
も
挑
わ

る
。
愽
士
(
学
術
〕
。

化
植
物
ご
と
に
、
生
育
分
布
地
を
地
図

上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
、
個
体
数
や
開
花
状

況
な
ど
を
確
認
す
る
。
分
布
範
囲
や
分

布
量
な
ど
の
変
化
を
経
年
で
比
較
で
き

る
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
詐
細
に
把
握

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

調
査
対
象
と
な
る
帰
化
植
物
は
、
侵

略
性
の
高
い
植
物
で
あ
る
特
定
外
来
牛

物
や
聖
隻
外
来
生
物
、
こ
れ
ら
に
当

て
は
ま
ら
な
い
種
類
な
ど
に
、
フ
ロ
ラ

か
ら
抽
出
し
あ
ら
か
じ
め
区
分
し
て
お

伴
う
自
然
環
境
へ
の
影
響
を
的
確
に
把

握
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
継
続
的

に
行
い
、
そ
れ
を
新
た
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
計
画
や
こ
の
地
に
相
応
し
い
自
然
環

境
管
理
へ
反
映
さ
せ
て
い
く
順
応
的
管

理
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
訓
査
項
月
の

一
つ
が
帰
化
植
物
調
査
で
あ
る

二
解
析
の
視
点
と
方
法 ほ

ぽ
一
貫

一
調
査
の
方
法

く
ま
た
、
帰
化
柚
物
だ
け
で
は
無
く

在
来
種
で
も
強
専
+
に
な
る
植
物
を
加

、
え
て
調
査
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
0

調
査
ル
ー
ト
は
、
図
1
に
示
す
よ
、
つ

に
、
帰
化
植
物
が
最
初
に
侵
入
す
る
と

留
え
ら
れ
る
、
王
饗
'
施
殻
ま
わ
り
や
車

道
お
よ
び
園
路
な
ど
の
人
口
や
、
齢
化

植
物
の
分
布
が
広
が
る
主
要
な
園
路
な

ど
を
対
象
と
す
る
利
削
者
の
多
い
樹

路
か
ら
小
ノ
な
い
園
路
、
明
る
く
開
け
た

剛
路
や
林
内
を
通
る
時
い
園
路
、
標
高

の
違
い
な
ど
を
考
感
し
て
設
定
す
る
。

設
定
に
当
た
っ
て
は
、
現
状
の
利
用
だ

け
で
な
く
、
将
来
的
な
利
用
を
見
越
し

て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
0

ιヨ
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森
で
行
っ

た
調
査
か

ら
、
オ
オ

ア
レ
チ
ノ

ギ
ク
を
用

い
た
解
析

の
亊
例
を

示
す
。那

須
平
成
の
森
は
、
平
成
二
三
年
五

月
に
開
園
し
、
上
要
な
施
殻
で
あ
り
中

部
ゾ
ー
ン
の
下
部
に
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
二
年
度
に
整
備

が
行
わ
れ
、
そ
の
周
辺
に
利
用
頻
度
の

高
い
園
路
が
あ
り
、
さ
ら
に
中
部
ゾ
ー

ン
の
上
部
に
園
路
が
伸
び
て
い
る
。
下

部
ゾ
ー
ン
ー
は
、
ガ
イ
ド
ツ
ァ
ー
に
帳

つ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
0
 
そ
の
よ
う
な

中
で
、
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
は
、
図

2
・
3
の
平
成
二
三
年
度
か
ら
三
年
問

の
分
布
の
経
年
変
化
が
示
す
よ
、
つ
に
、

平
成
二
三
年
度
は
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ

ー
の
ご
く
一
部
の
分
布
で
あ
っ
た
の
が
、

そ
の
後
二
年
間
で
車
道
や
中
部
ゾ
ー
ン

上
部
に
ま
で
分
布
を
広
げ
て
い
る
の
が

分
か
る
。
確
認
個
体
数
も
平
成
二
三
年

度
二
個
体
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
二
四

年
度
に
は
一
四
個
体
、
平
成
二
五
年
度

一
六
三
個
体
と
急
激
な
増
加
を
見

;
よ

せ
て
い
る
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
は
冠

毛
の
あ
る
果
実
を
も
つ
風
散
布
の
植
物

2
西
表
島
の
生
態
系

オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
や
ス
タ
ジ

イ
か
ら
な
る
極
め
て
原
生
林
に
近
い
照

葉
樹
林
が
島
の
約
七
%
、
二
万
始
も

広
が
り
、
国
内
随
で
あ
る
。
感
潮
帯

に
は
、
オ
ヒ
ル
ギ
、
ヤ
エ
ヤ
マ
ヒ
ル
ギ

な
ど
か
ら
な
る
マ
ン
グ
ロ
ー
プ
林
が
あ

る
。
西
表
島
に
は
国
内
七
種
の
マ
ン
グ

ロ
ー
プ
植
物
の
全
種
が
生
育
す
る
。

昭
和
四
0
 
二
九
六
五
)
年
に
戸
川

幸
夫
氏
が
発
見
し
、
今
泉
吉
典
博
士
が

新
種
と
判
定
し
た
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ

コ
を
は
じ
め
、
セ
マ
ル
、
コ
ガ
メ
、
ヤ

、ノ

エ
ヤ
マ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
、
カ
ン
ム
リ
ワ

シ
な
ど
園
有
種
が
多
数
生
息
し
て
い
る
。

生
態
系
の
ト
ッ
プ
に
位
世
す
る
イ
リ
オ

モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
の
生
・
思
を
多
様
な
飢
動

物
が
支
え
て
い
る
。
即
ち
、
動
物
同
士

あ
る
い
は
動
物
と
植
物
の
関
係
と
い
っ

た
も
の
が
丸
ご
と
残
さ
れ
て
い
る
の
が

西
表
島
の
生
態
系
の
特
徴
で
あ
る
。

イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
は
原
生
林
の

奥
深
く
で
は
な
く
西
表
島
の
金
域
を
利

で
あ
り
、
址
初
は
平
成
三
年
度
に
行

わ
れ
た
工
事
の
時
に
周
辺
か
ら
飛
ん
で

き
た
か
、
人
や
資
材
な
ど
に
付
蔚
し
て

持
ち
込
ま
れ
、
そ
れ
が
発
芽
し
て
平
成

二
三
年
度
に
確
認
さ
れ
、
そ
れ
が
広
が

つ
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
推
察
さ
れ
る
0

ま
た
、
今
後
も
そ
の
広
が
り
や
批
の
増

大
の
ス
ピ
】
ド
が
大
き
く
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
、
つ
に
、
主
に

は
各
種
の
分
布
の
経
年
変
化
と
種
子
の

散
布
様
式
な
ど
か
ら
、
将
来
的
な
分
布

の
予
測
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
対
策
へ
の
応
用
と

デ
ー
タ
の
蓄
積

上
記
に
示
し
た
分
布
の
推
移
か
ら
、

オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
の
駆
除
力
法
に
つ

い
て
考
察
す
る
と
、
何
よ
り
も
初
期
対

応
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

平
成
二
三
年
度
や
二
四
年
度
に
も
当
秘

の
駆
除
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
の

よ
う
な
状
況
を
意
識
に
羅
き
よ
り
徹
底

し
た
駆
除
を
行
っ
て
い
れ
ぱ
、
現
在
ほ

こ
と
や
、
分
布
を
な
る
べ
く
広

げ
な
い
た
め
に
は
、
最
前
線
の

個
体
を
優
先
し
て
邪
除
す
る
こ

と
な
ど
が
重
要
と
な
る
が
、

い

ず
れ
に
し
て
も
初
期
対
応
を
誤

る
と
作
業
量
が
膨
大
と
な
る
こ

と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
0

そ
の
他
、
広
が
っ
て
し
ま
っ

た
外
来
種
に
つ
い
て
は
、
埋
土

種
十
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
駆
除
を
行
、
つ
上
で

は
種
子
の
保
存
期
間
な
ど
も
考

處
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
周
囲
か
ら
の
侵
入
に
対

し
て
、
周
辺
地
域
で
の
外
来
種

の
繁
茂
状
況
な
ど
も
対
策
を
老

え
る
上
で
今
後
考
慮
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
ぢ
ぇ
ら
れ
る

1
国
立
公
園
の
八
0
年
を
問
う
ー

ど
の
増
加
は
抑
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
セ

イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
は
平
成
二
五
年

度
に
初
め
て
出
現
し
た
同
様
の
風
散
布

の
外
来
種
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
侵
入

し
て
く
る
種
類
な
ど
も
含
め
て
、
ど
の

程
度
の
初
期
対
応
を
行
う
こ
と
に
ょ
っ

て
、
増
加
が
抑
え
ら
れ
る
の
か
な
ど
に

つ
い
て
、
対
策
と
そ
の
後
の
分
布
の
推

移
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
蓄
枇
し
、
そ
れ

を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
0

^
在
の
よ
う
に
増
加
し
た
樋
に
対
し
て

は
、
結
実
す
る
前
に
丁
寧
に
抜
き
取
る

、

西
表
国
立
公
園

一
一

、

用
し
て
い
る
、
王
な
活
動
純
囲
は
、
山

黄
か
ら
海
岸
に
か
け
て
の
低
地
部
で
あ

る
。
低
地
部
は
、
水
が
鴛
血
で
沢
や
河

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
、
湿
地
、
草
原
、

1田
ん
ぽ
、
林
縁
と
い
っ
た
よ
う
な
多
様

な
環
境
が
混
在
し
て
お
り
、
餌
と
な
る

様
々
な
動
物
が
存
在
す
る
。
ト
カ
ゲ
、

ヘ
ビ
、
カ
エ
ル
、
毘
虫
、
オ
オ
コ
ウ
モ

り
、
鳥
類
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
を
食

べ
る
。
ネ
コ
科
の
他
の
種
に
比
べ
て
餌

動
物
の
種
類
が
著
し
く
多
い
の
が
特
徴

で
あ
る
。
西
表
島
は
世
界
的
に
見
る
と

肉
食
獣
が
牛
息
す
る
に
は
大
変
小
さ
な

島
だ
が
、
豊
か
な
生
態
系
が
存
在
し
多

様
な
動
物
が
い
た
た
め
、
イ
リ
オ
モ
テ

ヤ
マ
ネ
コ
は
様
々
な
動
物
を
飢
と
し
て

こ
れ
に
適
応
し
、
生
き
延
び
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
新
の
調
査

で
は
、
平
成
一
九
年
時
点
で
約
一
 
0
0

頭
前
後
が
生
息
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
同
じ
く
雜
島
で
あ
る
対
馬
に

生
息
す
る
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
は
、
平
成

一
六
年
時
点
で
八
0
1
一
一
0
頭
前
後

と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
両
種
と
も
漸
減

傾
向
に
あ
る

島
の
周
囲
に
は
、
鳩
問
島
、
西
部
の

祖
納
、
白
浜
な
ど
に
砥
湖
が
点
在
し
美

し
い
海
中
景
観
を
な
し
て
い
る
。
特
筆

す
べ
き
は
石
垣
島
と
の
問
に
東
西
約
三

0
加
、
南
北
約
一
.
0
岫
に
わ
た
っ
て
広

、

「
西
表
」
と
い
う
地
名
は
大
部
分
の

人
が
知
っ
て
い
る
。
南
国
、
ジ
ャ
ン
グ

ル
、
ヤ
マ
ネ
コ
、
最
果
て
の
島
と
い
っ

た
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
、
憧
憬
の
念
を

抱
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

沖
縄
の
本
士
復
帰
と
同
時
に
国
立
公

園
と
し
て
成
立
し
た
西
表
国
立
公
園

(
現
西
表
石
垣
国
立
公
園
)
の
指
定
の

背
景
、
事
実
を
辿
る
こ
と
で
、
指
定
に

関
わ
っ
た
方
た
ち
の
思
い
を
読
み
解
き
、

今
後
、
国
立
公
園
を
新
た
に
指
定
す
る

際
な
ど
に
参
考
と
な
る
よ
う
に
霄
き
進

め
た
い
と
思
、
つ

、
ー
.
む
て

趙
一
●
ち
ょ
う
け
ん
い
ち

筑
波
火
学
農
材
学
類
卒
。
昭
和
五
六
年
入

社
。
平
成
一
六
年
よ
り
現
職
。
技
術
士
(
環

境
部
門
)
。
向
然
や
地
城
と
人
と
の
共
生
環

境
の
再
生
に
係
わ
る
業
務
に
従
Ⅲ
。
生
態
1

学
、
自
然
資
源
管
理
、
野
生
生
物
箸
理
が
専

当
社
は
自
然
と
人
を
と
り
ま
く
環
境
を

,
0

ド地
媛
に
根
ざ
し
た
歴
史
,
文
化
や
科
き
依

拠
し
な
が
ら
、
研
究
、
調
査
、
計
画
、
設

計
、

施
1
ま
で
一
貫
姓
の
あ
る
仕
唖
を
す
る

こ
と
を
基
本
理
念
と
す
る
0

で
あ
る
。
沖
純
本
烏
か
ら
は
約
四
三
0

血
、
台
湾
ま
で
は
約
二
五
0
血
の
位
批

に
あ
り
、
日
本
の
ほ
ほ
南
西
端
に
位
椴

^
る
。
^
^
^
、
^
^
^
、
^
^
^
、

^
'
^
、
^
^
^
、
^
^
^
^
^
^
^
、

竹
寓
町
)
、
石
垣
島
(
石
垣
市
)
、
与
那

国
島
(
与
那
国
町
)
な
ど
の
島
々
と
と

も
に
八
重
山
群
島
を
な
し
て
い
る
。
緯

度
は
、
台
湾
中
部
や
ハ
ワ
イ
諸
島
と
ほ

ぽ
同
じ
北
紳
二
四
度
付
近
で
あ
り
、
亜

獣
栫
性
の
海
洋
性
気
候
で
あ
る
。

島
全
体
は
、
標
高
四
o
o
m
内
外
の

台
地
状
の
地
形
で
あ
り
、
占
見
岳
御

座
岳
な
ど
が
な
だ
ら
か
な
山
稜
を
な
し

て
い
る
。
山
地
の
合
問
を
流
れ
る
河
川

に
ょ
っ
て
、
急
峻
な
Υ
羨
谷
が
形
成

さ
れ
、
温
暖
多
雨
の
た
め
水
最
も
豊
富

で
あ
る
。
主
な
河
川
は
浦
内
川
(
全
長

一
八
・
五
加
で
沖
縄
県
内
一
の
長
さ
)
、

仲
間
川
な
ど
で
あ
る
。
浦
内
川
の
下
流

で
は
約
八
加
も
潮
が
上
が
り
、
広
大
な

感
潮
帯
を
有
し
て
い
る
。
地
質
は
、
大

部
分
が
第
三
紀
屡
の
砂
岩
、
頁
岩
か
ら

な
る
た
め
浸
食
さ
れ
や
す
く
、
海
岸
線

は
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
か
ら
な
る
石
灰
岩
が

多
い
。

ー
.
西
表
島
の
概
要
(
自
然

環
境
、
社
会
環
境
等
)

1
西
表
島
の
位
置
地
形
・
地
質

西
表
島
は
周
囲
が
約
一
三
0
加
、
面

積
が
約
二
八
九
鬮
あ
り
、
沖
縄
本
島
に

次
ぎ
沖
縄
県
内
で
二
番
目
に
大
き
な
島
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図3 公園全体のオオアレチノギクの分布の経年変化
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